
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

７
月
２
９
日
、
日
本
共
産

党
の
根
本
み
は
る
市
議
は
、

豊
田
市
に
対
し
（
対
応
は
感

染
症
予
防
課
）
、「
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
『
第
７
波
』
か
ら
、

市
民
の
い
の
ち
を
守
る
た

め
の
緊
急
要
請
」
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。（
書
面
参
照
） 

 
 
 
 

新
型
コ
ロ
ナ
の
１
日
当

た
り
の
新
規
感
染
者
数
は

連
日
過
去
最
多
を
更
新
し

て
い
ま
す
。
発
熱
外
来
や
病

床
は
逼
迫
し
、
救
急
搬
送
困

難
事
例
も
多
発
す
る
非
常

に
深
刻
な
事
態
で
す
。
し
か

し
岸
田
政
権
は
「
第
６
波
」

の
対
応
へ
の
反
省
も
な
く
、

同
じ
事
態
を
繰
り
返
す
無

為
無
策
で
、
具
体
的
な
対
策

も
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
危
機
的
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
国
会
で
党
派
を
超
え

て
知
恵
を
結
集
し
、
国
民
の

命
を
守
る
対
策
を
徹
底
的

に
議
論
す
べ
き
で
す
。 

  

豊田市長 太田稔彦様             ２０２２年７月２９日 

                       日本共産党市議会議員 

                             根本美春 

 

新型コロナ感染症「第７波」から、市民のいのちを守るための緊急要請 

 

日頃からの新型コロナウイルス感染症対策にご尽力いただき、感謝申し

上げます。新型コロナウイルス感染症は、政府の入国制限緩和が、さらに

感染力の強い BA,5系統等の変異株への置き換わりを招き、再び急速な感染

拡大を引き起こしています。国において「第６波」の事態を直視した対策

を講じなければならない中、人々の行動制限のない状況が続き、医療や保

健所のひっ迫を招いていることをふまえ、以下のように緊急対策の強化を

要請いたします 

１，無料で受けられるＰＣＲ検査体制を強化し、新規感染者をできる限り抑

制してください。抗原検査キットをこども園、学校、放課後児童クラブ、

市の施設に配布し、風邪症状のある場合の積極的な活用を呼び掛けてく

ださい。 

２，発熱外来をはじめ医療の崩壊を起こさないため、臨時の検査センターの

設置のための人的・財政的支援を、福祉部と協力しておこなってくださ

い。 

３，自宅療養者の配食サービスの食事内容について、委託事業者に改善を求

めてください。 

４，高齢者施設等における衛生用品の購入、消毒実施等に要する費用等への

補助を行ってください。 

５，国に発熱外来の体制支援への補助金の復活、診療報酬の引き上げなど、

医療機関への十分な支援を要請してください。市として、保健師の恒常

的な増員など体制強化を講じてください。         以上 

 
 

● 

接
種
日
時 

８
月
１
２
日
（
金
） 

午
後
７
時
３
０
分
～
９
時 

※
受
付
時
間
は
午
後
７
時
１
５
分

～
８
時
３
０
分 

※
各
接
種
日
の
予
約
枠
（
最
大
３
６ 

０
人
）
に
空
き
が
あ
る
場
合
に
限 

り
実
施
。
受
入
枠
の
上
限
に
達
し 

た
時
点
で
受
付
を
終
了 

 

● 

接
種
場
所 

 
 

豊
田
市
役
所 

東
庁
舎
７
階 

※
受
付
場
所
は
東
庁
舎
１
階 

● 

対
象
者 

 
 

２
回
目
接
種
か
ら
６
か
月
経

過
し
た
１
８
歳
以
上
の
市
民 

● 

使
用
ワ
ク
チ
ン 

武
田
社
製
ワ
ク
チ
ン
（
ノ
バ

バ
ッ
ク
ス
） 

● 

受
入
枠 

 

各
接
種
日
の
当
日
午
前
１
０
時

ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載 

● 

持
ち
物 

 
 

接
種
券
（
予
診
票
付
き
）、
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
等
） 

●
８
月
１
２
日
（
金
）
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
予
約
は
、
引
き
続
き
前

日
午
後
５
時
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
電
話
番
号
：
０
５
６

５-

３
４-

６
９
７
５
）
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

豊
田
市
が
３
回
目
の 

予
約
な
し
接
種
を
実
施 

 

豊
田
市
は
若
者
や
働
く
世
代
の
ワ

ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
を
促
進
す
る

た
め
、
８
月
５
日
（
終
了
）
８
月
１

２
日
（
金
）
に
実
施
す
る
集
団
接
種

に
お
い
て
、
予
約
な
し
で
の
接
種
を

実
施
し
ま
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

豊
田
革
新
懇
（
平
和
と
民
主
主 

義
・
革
新
統
一
を
す
す
め
る
豊
田

懇
談
会
）
が
、
７
月
３
０
日
、
気

候
危
機
打
開
へ
の
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。（
下
写
真
）
講
師
は
、

日
本
共
産
党
愛
知
県
委
員
会
の
高

橋
ま
き
こ
氏
。
高
橋
氏
は
７
月
の

参
院
選
の
比
例
代
表
候
補
と
し

て
、
気
候
危
機
打
開
の
政
策
を
訴

え
て
き
ま
し
た
。 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

 

 

 

 

 

 

 

平和と民主主義・革新統一をすすめる 

豊田懇談会（豊田革新懇） 

若
い
世
代
に
特
に
不
安
が
大
き
い

気
候
危
機
。
日
本
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
は
原
発
再
稼
働
に
頼
り
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
愛
知
県
も
、
石
炭
火
力
に
依
存
す

る
方
向
で
す
。
日
本
共
産
党
の
提
案

は
、
省
エ
ネ
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
組
み
合
わ
せ
て
、
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
、
Ｃ
Ｏ
２
を
５
０
～
６

０
％
削
減
す
る
目
標
を
提
案
し
て
い

ま
す
。
高
橋
氏
は
、
参
加
者
の
疑
問

に
答
え
、
乱
開
発
の
規
制
と
住
民
の

参
加
・
合
意
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
進
ん

で
い
く
提
案
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
に
行
政
か
ら
の
支
援
が
必
要
と
、

参
加
者
か
ら
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
安
倍
元
首
相
の
「
国
葬
」

へ
の
抗
議
文
（
左
に
掲
載
）
を
岸
田

首
相
に
送
り
、
反
対
の
意
思
を
表
明

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

               

 

展示の他、講演会、朗読劇など、多彩

な企画があります。 

豊田産業文化センター多目的ホール 他 
主催：豊田市平和を願う戦争展実行委員会 
ホームページ 検索 → 「豊田市戦争展」 

８月２７日（土）午前 9 時 30 分  
28 日（日）午前 9 時 30 分  

集合：豊田市駅西側 

宣伝とミニ行進 

岸田文雄内閣総理大臣 御中 
2022 年 7 月 30 日 

岸田内閣は 7 月 22 日、安倍元首相を「国葬」することを閣議決定し

ました。 

 岸田首相は安倍元首相の「国葬」について内閣府設置法を根拠に、

閣議決定できると言いますが、「国葬」について定めた「国葬」につい

て定めた法律ではありません。「国葬」についての法律もないのに、こ

のように強引にすすめるのは違憲・違法の暴挙です。 
 安倍元首相は、政治の私物化でいまなお疑惑が残る人物で「国葬」

というのは論外です。安保法制＝戦争法の強行や「モリ・カケ・桜」

の政治の私物化問題、旧統一教会（世界平和統一家庭連合）の広告塔

として被害を拡大させてきた責任もあります。 

 岸田首相は、安倍元首相が行った政治を、内政でも外交でも全面的

に礼賛し「国葬」に値するとしていますが、国民のなかで評価が大き

く分かれている安倍元首相の政治的立場や政治姿勢を、国家として全

面的に公認し、安倍元首相の政治を賛美・礼賛するのは許せません。 

また弔意というのは、弔意を示すかどうかも含めて、内心の自由にか

かわる問題であり、「国葬」を行うことで安倍元首相にたいする弔意を、

事実上国民に強制することにつながります。 

以上のような問題を抱える「国葬」に断固反対を表明し抗議します。 
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